
新生川俣小学校となり、７１日間の１学期が終了しました。大きな事故等がなく、１学期
が終了できますことを心より御礼申し上げます。これもひとえに保護者の皆様のお力添えが
あったからこそと感謝申し上げます。
さて、今まで少人数の学級編制だった子どもたちは、新しい小学校生活に戸惑いと不安を

感じていました。すぐに順応できる子どもがいる反面、悩みや不安を抱えながら登校する子
ども少なくありませんでした。我々教職員一同、子どもたちに寄り添い、真摯に対応して参
りましたが、保護者の皆様にご心配をおかけすることもありました。１学期の教育活動をし
っかりと振り返り、子どもたち一人一人の自己存在感を高められるよう、２学期から気持ち
を新たに取り組んで参ります。１学期同様、心配なことや困ったことがありましたら、すぐ
に学校までご連絡ください。

新生川俣小学校とな
り、初めての授業参観、
懇談会が開かれまし
た。保護者全員の駐車
場を１度に確保できな
い点から、授業参観を
２回に分けて行いまし
た。駐車場の出入りは、
一方通行にしたことにより大きな混乱はなかっ
たようです。学校へのアクセスもスムースにい
きました。駐車場とアクセスについては、これ
までご迷惑をおかけしてきましたが、ある程度
の方向性が見えたと思います。
さて、子どもたちの様子はいかがだっったで

しょうか。統合前より大きな集団での授業です。
まだまだ、自分を表現できない子どもがいます
ので、引き続き、子どもたちに寄り添い、丁寧
に指導していきたいと考えています。

７月は学校や町の行事、講師を招いての学習活動などが目白押しでした。１・２年生を対
象にしたアクアマリンふくしまによる「移動水族館」、３年生による「養蚕体験プロジェク
ト」、６年の○○○○さんが参加した「町青少年の主張大会」、４年生以上による「キッズ
シアター」。どの学習活動も『体験から学ぶ』ことが多く、子どもたちの心を育てる内容で
した。
また、引き渡し訓練では、保護者の皆様に大変お世話になりました。特に、昨今の予測で

きない気象変動や子どもが巻き込まれる事件・事故等を見ても引き渡し訓練は、子どもの命
を守る上で大変重要でした。ご協力に感謝申し上げます。
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